
’専作経営農家の生活時間構造一

1．調査のねらい

　農業生産・生活様式の変容に対応して、農家の生活時間構造は年毎に様変わりしている。とこ

ろで、農業経営と生活の相互間における問題点やら局面等を整理し解決策を見出だすために、農

家の生活行動時間等について平成元年に調査を行った。

2．調査方法

　農家の生活は家族の労働力構成、経営形態や規模によって規制されており、また季節性をもっ

ている等から、代表的な専作農家2戸（果樹・花き）を選定した。

　　S農家：樹園地310a（なし270、りんご40）、四世代9人（男4、女5）、農業従事者。4人

　　　　　　（二夫婦）、安定活動期（経営主35才）、宇都宮市氷室町

　　Y農家：水田280a（ばら温室24、水稲256、麦40）、三世代7人（男3、女4）、農業従事

　　　　　　者4人（二夫婦）、育児期（経営主36才）、字都宮市砥上町

　　調査は平成元年5月から翌年4月まで。対象者は農業従事者4人（二夫婦）、在宅の起・就床

時刻と食事開始時刻並に継続的行動時間を単位10分以上として労働と生活に類別した。外出時間

　は二つ以上の目的の場合は目的に応じて適宜分割した。

3　調査結果およぴ考察
（1）起床時刻についての季節変イ』はS農家でややみられるが（r＝0，620）、Y農家では判然と

　　せず（r＝0，169）、就床時刻はS農家の8～一9月（なし収穫期）を外すと変化は少ない。両

　　家とも妻は早起遅寝で父の早寝遅起と対照的であり、その差は起床で16～17分、就床で50～72

　　分であった。ところで、妻の家事・育児なとに関連した生活行動が注目される（図一1）。

　（2）朝夕の食事開始時刻は日出・日没との関係が大きく（朝r＝0，751、夕0，783）、昼食時刻

　　は両家とも12：15前後である。家族4名6食事同席率（60分以内）はS農家65％、Y農家53％

　　であり、朝食の比率は高いが（S76％、Y73％）、昼食は59％と38％で極めて低い。外食回数

　　はS農家11％、Y農家14％であり、両家とも昼＞夕＞朝の順下あり、中でも経営主の外食回数

　　は最も多く外出用務との関連が注視される。

　13）農業労働時間は4人の累計でS農家8，212時間（在宅生活時間比40％、なし作7，043時間）

　　Y農家5，040時間（同23％、ばら作4，」491時間）であり、主な外出時間は4，014時間（同20％）

　　と6，320時間（同29％）であった。農業労働力の主役は両家とも経営主（農業労働時間比はS

　　30％、Y40φ）そあり、次いでS農家は父、Y農家は母であり二両家とも妻の農業労働時間が

　　最も少くない（S16％、Y11％）。しかし、妻の外串回数が多く（S農家27％、Y農家41％）、

　　在宅を含めた食事や育児・教育等を中心≒する生活関連時間が最も多く特徴的である（表一1）。

　（4）主な外出用務はS農家では旅行・体育察を主としたレクリエーション関係が最も多く、次いで

　　消防団を含む自治、なし生産・農協・土地改良等の諸会合であり、回数は5時間以内が72％、

　　時間比24％であった。Y農家も旅行・各種スポーツ・体育祭等のレクリエーション関係が最も

　　多く、次いで公民館・消防団・青年団協議会を主とした自削士ら生産蛤農協等の諸会合

9一



　　であり、回数はち時問以内カ週6％、時間比45％となっている。両家とも回数は少ないが（S農

　　家8％、Y農家2％）20時問以上の旅行やら病人看護、自治関係の諸会合等があり、これらは

　　ほぼ農閑期に集中している。なお同時期には多彩な体育祭（町内、農協、各種団体学校等）tへ

　　の参加がある。

4、成果の裏約

　　起・就床時刻についての季節変化は果樹農家で収穫期に僅かみられたほかは幅は狭く、朝夕の

食事時刻は日出・日没との相関は高いが昼食はほぼ定時（工2時15分前後）である。外食回数はユ1

％・14％で昼＞夕＞朝の順であり、二夫婦家族4人の食事同席率は65％・53％であり、’昼食時が

最も少ない。農業労働時間は在宅生活時問の40％・23％で、主役は経営主（全農業労働時問の30％・

40％）であり、妻は食事や育児・教育等の生活関連時間が最も多い。主な外出用務は旅行・体育

祭を主としたレクリエーション関係が最も多く、次いで消防団三公民館活動等の自治用務及び生

産組合・農協・土地改良等の諸会合等である。これらは地域における専業農家の現況と家族成員

の役割分担を特徴的に示している。
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